公共用財産工事施行承認申請書
　　　年　　月　　日

五　泉　市　長　　様

郵便番号

住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
電話番号

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

下記のとおり公共用財産の工事の承認を受けたいので、五泉市公共用財産管理条例施行規則第１３条の規定により、関係書類を添えて申請します。

記

	公共用財産の所在地
	五泉市　　　　　　　　　　　字　　　　　　　　　　　　番地先

	公共用財産の種類
	１　道路　　　　２　水路　　　　３　その他（　　　　　）

	工事の目的
	

	工事の内容
	

	工事の期間
	　　　年　　月　　日から　　　　　年　　月　　日まで

	工事の方法
	直営・請負（施工業者名）

	その他参考となる事項
	


注　公共用財産の種類の欄は、該当する番号に○印を付け、３に該当する場合は（　）内にその種類を記入すること。

	公共用財産工事施行承認書

五 都 指 令　第　 　　号

　　年　　月　　日

上記申請の公共用財産工事の施行について、下記条件を付して承認する。

五泉市長　田邊　正幸
１　工事期間　　　　　　　　年　　　月　　　日から　　　　　年　　　月　　　日まで

２　その他の条件

①　工事検査後　　年以内に、工事に起因して公共用財産の補修を要する状態になった場合は、承認工事者の負担において施工すること。

②　明らかに乗り入れ口の利用形態により必要になったと認められる乗り入れ口の維持補修は、承認工事者の負担において施工すること。

③　交通の安全を確保し、交通事故防止に努めること。

④　別記の留意事項を遵守すること。


添付書類

１　位置図（縮尺５０，０００分の１程度）

２　公図等の写し

３　実測平面図（縮尺５００分の１程度とし、民有地との境界及び使用区域を明示する。）

４　使用面積求積図及び求積表

５　利害関係人の同意書

６　工作物を設置する場合は、工事計画説明書、設計書、縦横断面図、工作物の構造図その他の必要な図書（軽易な工作物を設置する場合は、工事計画及び工作物の大要を知ることのできる説明書）

７　水路等を使用する場合は、高水位及び低水位を明示した図

　８　帰属承諾書

　９　損害賠償責任負担請書

１０　その他市長が必要とする書類

留意事項

１　工事に着手しようとするときは、３日前までに着手届に承認書の写しを添えて提出し、工事を施工するための指示を受けること。
２　工事が完了した場合は、直ちに、完了届に工事着手前、工事中及び工事完了後の写真を添えて提出し、検査を受けること。
	（付記）
１．審査請求について
　　　この処分について不服がある場合は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内（以下「不服申立期間」といいます。）に、五泉市長に対して審査請求することができます。

　　　ただし、不服申立期間を経過する前に、この処分があった日の翌日から起算して１年を経過した場合は、審査請求をすることができなくなります。

　　　なお、正当な理由があるときは、不服申立期間やこの処分があった日の翌日から起算して1年を経過した後であっても審査請求をすることが認められる場合があります。

２．処分の取消しの訴えについて

　　　この処分については、上記１の審査請求のほか、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、五泉市を被告として（訴訟において五泉市を代表する者は市長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます。
　　　また、上記１の審査請求をした場合には、処分の取消しの訴えは、その審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して6か月以内に提起することができます。

　　　ただし、上記の期間が経過する前に、この処分(審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決)があった日の翌日から起算して１年を経過した場合は、処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。
　　　なお、正当な理由があるときは、上記の期間やこの処分(審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決)があった日の翌日から起算して1年を経過した後であっても処分の取消しの訴えを提起することが認められる場合があります。


